
精神障害
作業療法入門

本書は，精神科作業療法について，短時間で，無駄なく，最大限の
学習効果をあげるための教科書です．統合失調症を中心に，疾患・
障害に対する理解と作業療法の目的，そのための実践手順の解説に
主眼がおかれています．改訂版ではより具体的に「日常生活の制
限─6要因モデル」による作業療法の進め方を提示し，実践例を紹
介しています．臨床をイメージしながら，論理的な思考に基づいて退
院へ繋げ，地域生活に繋げ，日常生活の安定に繋げる作業療法士と
しての仕事の核心部分を知ることができます．

また作業療法の黎明期から，近年のMTDLPの活用，地域での作業
療法士の役割や多職種との連携，「リカバリー」へという大きな流れ
のなかに自らの専門を位置付け，役割を理解できます．

初版の著者である編著者を中核とした長年にわたる作業療法士養成
教育の経験と，臨床経験を注ぎ込み，入門書として必要なことに絞
り込んでわかりやすくまとめています．授業での活用のみならず，臨
床実習の参考書としても役立つ一冊です．

論理的思考と実践力を養い，
日常生活をていねいに再建し，

地域での生活を支える作業療法士になる‼

日常生活を制限された人への
関わりを学ぶための第一歩
待望の改訂版
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当社刊行書籍のご購入について
当社の書籍の購入に際しましては，以下の通りご注文賜りますよう，お願い申し上げます．

◆書店で
医書専門店，総合書店の医書売場でご購入下さい．一般書店でもご購入いただけます．直接書店にてご注文いただくか，
もしくは注文書に購入をご希望の書店名を明記した上で，注文書をFAX（注文受付 FAX番号：03-3818-2847）あるいは
郵便にて弊社宛にお送り下さい．
◆郵送・宅配便で
注文書に必要事項をご記入の上，FAX（注文受付 FAX番号：03-3818-2847）あるいは郵便にて弊社宛にお送り下さい．
本をお送りする方法として，①郵便振替用紙での払込後に郵送にてお届けする方法と，②代金引換の宅配便とがございます
ので，ご指定下さい．なお，①②とも送料がかかりますので，あらかじめご了承下さい．
◆インターネットで
弊社ホームページ http://www.kyodo-isho.co.jp/ でもご注文いただけます．ご利用下さい．

□ 郵送（代金払込後，郵送）

□ 宅配便（代金引換）【配達ご希望日時：平日・土休日，午前中・14～16時・16～18時・18～20時・19～21時】

□ 書店でのご購入【購入書店名：   　 都道府県        　 市区町村 　  　　       書店】
購入方法

Ｅメールアドレス

〒□□□－□□□□

電話（ ） －      ，ファックス（ ） －

お届け先
ご住所
電話番号

お名前

フリガナ

＠

注 文 書（FAX：03-3818-2847）

新刊のご案内および図書目録などの弊社出版物に関するお知らせを，郵送または電子メールにてお送りする場合がございます．
記入していただいた住所およびメールアドレスに弊社からのお知らせをお送りしてもよろしいですか？

□ 希望する

□ 希望しない

〈キリトリ線〉

書 名 定価 冊数

本体2,700円＋税精神障害作業療法入門 改訂第2版

第1章●序論（「精神障害」ということば／精神障害リハビリテーションの理念／作業療法は何に関わ
るのか 他）／第2章●作業療法観（ヤスパースの作業療法観／呉秀三の実践と作業療法観／菅修～作
業療法の奏効機転／内村英幸の慢性統合失調症患者を対象とした実践／非日常としての医療に日常を
もちこむ／作業療法観のまとめ）／第3章●作業療法の対象疾患（精神疾患の分類／統合失調症）／
第4章●統合失調症患者を理解するための基礎知識（統合失調症患者の 3つの側面／回復過程／行
動特性と認知機能障害／障害の構造（構造論）／脆弱性－ストレス－保護因子モデル／病前性格と人柄／
生活課題と基本的欲求／ドパミン仮説）／第5章●対象者理解の方法（対象者理解の観点／対象者理解
のための情報源と情報を収集する方法）／第6章●日常生活の制限─6要因モデルと作業療法の進
め方（日常生活の制限─6要因モデル／作業療法の進め方／治療・介入する／作業療法の実施形態／作
業療法を行ううえでの注意／日常生活の制限─6要因モデルによる実践例）／第7章●地域での生活
を支える（精神医療福祉の歩み／リカバリーとエンパワメント／ ICFと MTDLP／ IPW（専門職連携）／
医療と福祉／家族支援）
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